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臨床検査システム臨床検査システム

 

自動分析装置自動分析装置

検査オーダ情報検査オーダ情報 検査結果情報検査結果情報
検体ステータス検体ステータス
分注情報分注情報

臨床検査システムと自動分析装置臨床検査システムと自動分析装置

インタフェースの課題インタフェースの課題111

多種多様なインタフェースが存在している多種多様なインタフェースが存在している
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機器導入の課題機器導入の課題222

AA装置装置メーカメーカ

BB検査システムメーカ検査システムメーカ
  

まかせてください！まかせてください！

検査室検査室

自動分析装置、臨床
検査システムの
導入／更新計画

自動分析装置、臨床
検査システムの
導入／更新計画

運用フローは？
接続通信仕様は？
接続費用は？
期限に稼働できる？

 

品質品質, , コストコスト, , 期間期間
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オーダーリザルトトラッカ
(Order Result Tracker)

検査機器
(Laboratory Device)

LTW

LDA

オーダー依頼者
(Order Placer)

LAB-1:依頼者オーダー管理

オーダー実施者
(Order Filler)LAB-2:実施者オーダー管理

LAB-3:オーダー結果管理

LAB-5:
検査結果管理

LAB-4:
検査オーダー管理

LAB-21:WOSダウンロード

LAB-22:WOSクエリー

LAB-23:AWOSステータス変更

LAB-26:SWOSステータス変更

オートメーション・マネージャ
(Automation Manager)

臨床検査システム臨床検査システム

自動分析装置自動分析装置

IHEIHEにおける定義における定義

自動分析装置の自動分析装置のIHEIHEでの位置付けでの位置付け333
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IHEIHE対応による導入プロセスの改善対応による導入プロセスの改善

自動分析装置の導入プロセス自動分析装置の導入プロセス444

機種機種
選定選定

LISLISの通信の通信

インタフェースインタフェース

開発開発//変更変更

マスタマスタ
登録登録

接続接続
テストテスト 本稼働本稼働

業務フロー業務フロー
の決定の決定

ワークフローワークフロー
の決定の決定

機種機種
選定選定

機種機種
選定選定

業務フロー業務フロー
の決定の決定

LISLISの通信の通信

インタフェースインタフェース
開発開発//変更変更

マスタマスタ
登録登録

接続接続
テストテスト

本稼働本稼働
接続接続

テストテスト

接続接続
テストテスト

業務フロー業務フロー
の決定の決定

業務フロー業務フロー
の決定の決定

LISLISの通信の通信

インタフェースインタフェース

開発開発//変更変更

LISLISの通信の通信

インタフェースインタフェース
開発開発//変更変更

IHEIHE導入の導入の
効果効果

ＩＨＥ施策
・ 業務フローを分析し、情報の発生タイミングと送受信内容を明確化
・ 医療情報標準のHL7をワークフローにマッピング
・ コネクタソンでの事前検証
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実施状況実施状況

コネクタソンコネクタソン20072007555

・日程 ： ２００８年２月４日（月）
～ ２月８日（金）

・場所 ： 東京都立産業貿易セン
ター

浜松町館

・対象分野 ：
（１） 放射線検査
（２） 臨床検査
（３） 循環器部門
（４） ITインフラ

・参加数 ：
41社84システム
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検証シナリオ検証シナリオ
LISLIS

臨床検査システム臨床検査システム
HISHIS

病院情報システム病院情報システム
自動分析装置自動分析装置

分析前後処理装置分析前後処理装置

［通常］ 検体検査オーダ

項目選択問い合わせ

項目選択情報

検査実施検査結果

結果確定
検査結果

再検検査結果

精度管理検査結果

［緊急］検査結果

再検査実施

精度管理
検査実施

緊急査実施

検体項目変更オーダ

検査オーダ追加／削除

HISHISととLISLIS間の検査項目コードは、間の検査項目コードは、
臨床検査項目分類コード臨床検査項目分類コードJLAC10JLAC10
((日本臨床検査医学会ご提供日本臨床検査医学会ご提供))を使用を使用

コネクタソンコネクタソン20072007555

項目選択問い合わせ

項目選択情報

検査結果

再検検査結果

精度管理検査結果

［緊急］検査結果
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臨床検査部門の検証結果臨床検査部門の検証結果

病院情報システム、臨床検査システム、病院情報システム、臨床検査システム、
自動分析装置／検体前後処理装置の自動分析装置／検体前後処理装置の
組み合わせすべてが合格となった。組み合わせすべてが合格となった。

病院情報システムから自動分析装置病院情報システムから自動分析装置
までの通し検証も確認された。までの通し検証も確認された。

更に、更に、IT InfrastructureIT Infrastructure部門で時刻同部門で時刻同
期について合格したシステムもあった。期について合格したシステムもあった。

●合格日本IHE協会(IHE-J2007 コネクタソン 評価結果一覧)から抜粋
http://www.ihe-j.org/events/n26/index.html

コネクタソンコネクタソン20072007555
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臨床検査臨床検査実施予定内容実施予定内容

1. 世界に先駆けた、細菌検査とPOCTの検証

2. 臨床検査システムと自動分析装置／検体前後
処理装置間へのJLAC10コード適用

コネクタソンコネクタソン20082008555

10/29 （水）同会場でIHEワークショップを開催

IHEIHEワークショップワークショップ

・日程 ： 2008年10月27日（月）～ 10月31日（金）
・場所 ： 東京都立産業貿易センター 台東館
・参加 ： 41社118システムが参加予定
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666 今後の取り組み今後の取り組み

2. コネクタソン2008においてJLAC10コード対応の
検証を実施

1.  IHEの導入・成功事例を増やし医療の
質向上に貢献

3.  IHE対応のシステム、自動分析装置を増やすための
継続した普及活動
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臨床検査
Integrating the Healthcare Enterprise - Japan

日本臨床検査自動化学会第40回大会

日本日本IHEIHE協会協会 http://www.http://www.iheihe--jj.org.org


